
じっくりと考えながら遊ぶ
ねらい：伝承遊びの面白さを感じながら、いろいろなことが出来るようになる喜びを感じる。

保育の振り返り

祖父母参観では、祖父母の方と一緒に伝承遊びを楽しみました。その中でもあやとりが楽しかったようで、
今、クラスであやとりがブームになっています。祖父母の方に教えてもらったことを友達同士見せ合ったり、
作れるようになったものを教え合ったりしている姿が見られています。「ここまで出来るようになったんだ
よ」「ここからが難しいんだ」「出来るようになりたいからやってみる」「一緒にやってみようか？」とい
う前向きな気持ちや言葉を聞いていると、出来た嬉しさや、達成感を感じていました。上手くいかなくて、
嫌になってしまう悔しさやはがゆさも感じていることもありますが、励まし、また気持ちの切り替えが出来
た時に、挑戦している姿が多くなりました。つい「ここはこうだよ」と手を差し伸べてしまいそうになるこ
ともありましたが、あやとりを通して、子ども達がじっくり考えたり、自分なりに試したりする機会がぐっ
と増えました。また紐の長さも2種類用意していましたが、自分なりに取り組みやすい長さを感じ、気付く
姿もありました。友達だけでなく、保育者にも教えてくれる機会もあります。嬉しさや難しさも一緒に感じ
ながら、遊びを深めていっています。あやとりの魅力に、夢中になりながら楽しく過ごしています。

(言葉による伝え合い、豊かな感性と表現、数量・図形、標識や文字などへの関心・感覚、自立心、思考力の芽生え、社会生活との関わり)
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